
  00  

取取扱扱説説明明書書  

ググリリーーンン目目土土散散布布機機  

MWX-400HB 
 

 

 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

長長野野県県松松本本市市石石芝芝 11--11--11  

TTEELL  00226633((8888))00220000  FFAAXX  00226633((2277))00338800  



  11  

 
ここのの取取扱扱説説明明書書はは、、ググリリーーンン目目土土散散布布機機のの取取扱扱方方法法とと使使用用上上のの注注意意事事項項ににつついいてて記記載載ししててあありりまますす。。  

ごご使使用用のの前前ににはは、、必必ずずここのの取取扱扱説説明明書書をを熟熟知知すするるままででおお読読みみのの上上、、正正ししくくおお取取りり扱扱いい頂頂きき、、最最良良のの状状態態ででごご使使

用用くくだだささいい。。  

・・  おお読読みみににななっったた後後もも必必ずず製製品品にに近近接接ししてて保保存存ししててくくだだささいい。。  

・・  製製品品をを貸貸与与ままたたはは譲譲渡渡さされれるる場場合合はは、、ここのの取取扱扱説説明明書書をを製製品品にに添添付付ししてておお渡渡しし下下ささいい。。  

・・  ななおお、、品品質質・・性性能能向向上上ああるるいいはは安安全全上上、、使使用用部部品品のの変変更更をを行行ううここととががあありりまますす。。そそのの際際ににはは、、本本書書内内容容おおよよびび写写真真・・イイ

ララスストトななどどのの一一部部がが、、本本製製品品とと一一致致ししなないい場場合合ががあありりまますすののでで、、ごご了了承承下下ささいい。。  

・・  ごご不不明明ななここととややおお気気付付ききののここととががごござざいいままししたたらら、、おお買買いい上上げげいいたただだききままししたたおお店店、、ままたたははおお近近くくのの特特約約店店・・販販売売店店にに

ごご相相談談下下ささいい。。  

・・  通通常常ののごご使使用用でで、、万万一一故故障障・・破破損損等等がが発発生生ししたた場場合合はは、、そそのの状状態態ののまままま販販売売店店ににごご相相談談くくだだささいい。。おお客客様様でで分分解解等等ををなな

さされれたた場場合合、、保保証証期期間間内内ででああっっててもも保保証証ががででききなないい場場合合ががあありりまますす。。  

 

 

 警告  
  

 危険 
  

 注意 

 
・ この取扱説明書には安全に作業していただくために、安全上のポイント「安全に作業するために」 

 を記載してあります。使用前に必ずお読み下さい。 

・ この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかに当社の販売店にご注文下さい。 

 

 

 

ググリリーーンン目目土土散散布布機機ををおお買買いい上上げげ

頂頂きき、、あありりががととううごござざいいまますす。。  

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは重重傷傷をを負負ううここ

ととににななるるももののをを示示ししまますす。。  

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、死死亡亡ままたたはは重重傷傷をを負負うう危危

険険性性ががああるるももののをを示示ししまますす。。  

そそのの警警告告文文にに従従わわななかかっったた場場合合、、ケケガガをを負負ううおおそそれれののああるる

ももののをを示示ししまますす。。  
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１． 安全に作業するために 

ここで記載されている注意事項を守らないと、死亡を含む傷害や事故、機械の破損が生じる恐れがあります。 

・ 一般的な注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警警告告  排排ガガススににはは充充分分にに注注意意すするる  
締締めめ切切っったた屋屋内内ななどどででははエエンンジジンンをを始始動動ししなないいでで下下ささいい。。エエンンジジンンはは、、風風通通ししののよよいい屋屋外外でで始始動動ししてて

下下ささいい。。ややむむをを得得ずず屋屋内内でで始始動動すするる場場合合はは、、十十分分にに換換気気ををししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

排排ガガススにによよるる中中毒毒をを起起ここしし、、死死亡亡事事故故にに至至るる恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  ここんんなな時時はは運運転転ししなないい  
・・過過労労・・病病気気、、薬薬物物のの影影響響、、そそのの他他のの理理由由にによよりり作作業業にに集集中中ででききなないいとときき  

・・酒酒をを飲飲んんででいいるるとときき  
・・妊妊娠娠ししてていいるるとときき  
・・１１８８歳歳未未満満のの人人  

警警告告  作作業業にに適適ししたた服服装装ををすするる  
ははちち巻巻きき、、首首巻巻きき、、腰腰タタオオルルはは禁禁止止でですす。。滑滑りり止止めめのの付付いいたた靴靴をを着着用用しし、、作作業業にに適適ししたた防防護護具具ななどどをを

付付けけ、、だだぶぶつつききのの無無いい服服装装ををししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

機機械械にに巻巻きき込込ままれれたたりり、、滑滑っってて転転倒倒すするる恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  機機械械をを他他人人にに貸貸すすととききはは取取扱扱方方法法をを説説明明すするる  
取取扱扱方方法法ををよよくく説説明明しし、、使使用用前前にに「「取取扱扱説説明明書書」」をを必必ずず読読むむよよううにに指指導導ししてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

死死亡亡事事故故やや重重大大なな傷傷害害、、機機械械のの破破損損ををままねねくく恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  運運転転者者以以外外にに人人をを乗乗せせなないい  
乗乗用用目目土土散散布布機機ＭＭＷＷＸＸ－－440000HHBB のの乗乗車車定定員員はは１１名名でですす。。運運転転者者以以外外のの人人をを乗乗せせなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

思思わわぬぬ事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  



  33  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 作業前後の確認時、格納時の注意項目 

 

 

 

・作業前後の確認時、格納時の注意項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注注意意  ママフフララのの高高温温にに注注意意  
運運転転中中おおよよびびエエンンジジンン停停止止直直後後のの、、ママフフララはは高高温温でですすののでで、、触触れれなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

ややけけどどををすするる恐恐れれががあありりまますす。。  

  

注注意意  機機械械のの改改造造禁禁止止  
純純正正部部品品やや指指定定以以外外ののアアタタッッチチメメンントトをを取取りり付付けけなないいでで下下ささいい。。  

改改造造ををししなないいでで下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

事事故故、、ケケガガ、、機機械械のの故故障障ををままねねくく恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  点点検検・・整整備備ををおおここななうう  
機機械械をを使使うう前前とと後後ににはは必必ずず点点検検・・整整備備ををししてて下下ささいい。。特特にに、、ハハンンドドルル・・ブブレレーーキキ・・レレババーーななどどのの操操縦縦

装装置置及及びび車車輪輪ななどどのの走走行行装装置置はは、、確確実実にに作作動動すするるよよううにに点点検検・・整整備備ししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

事事故故、、ケケガガ、、機機械械のの故故障障ををままねねくく恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  注注油油、、給給油油ははエエンンジジンンがが冷冷めめててかかららおおここななうう  
エエンンジジンン回回転転中中やや、、エエンンジジンンがが熱熱いい間間はは、、絶絶対対にに注注油油、、給給油油ししなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

燃燃料料ななどどにに引引火火ししてて、、火火災災ををおおここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  燃燃料料補補給給時時はは火火気気厳厳禁禁  
燃燃料料補補給給時時はは、、くくわわええ煙煙草草やや裸裸火火照照明明はは絶絶対対ににししなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

燃燃料料ななどどにに引引火火ししてて、、火火災災ををおおここすす恐恐れれががあありりまますす。。  
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警警告告  ババッッテテリリーー点点検検時時はは火火気気厳厳禁禁  
ババッッテテリリーーのの点点検検・・充充電電時時はは火火気気厳厳禁禁でですす。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

ババッッテテリリーーにに引引火火、、爆爆発発ししてて火火傷傷ななどどをを引引ききおおここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  ババッッテテリリーー液液はは体体にに付付けけなないいよよううににすするる  
ババッッテテリリーー液液をを身身体体やや服服にに付付けけなないいよよううににししてて下下ささいい。。万万一一付付着着ししたたととききははすすぐぐにに水水でで洗洗いい流流ししてて下下

ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

火火傷傷ししたたりり、、服服がが破破れれるる恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  燃燃料料漏漏れれにに注注意意  
燃燃料料パパイイププがが破破損損ししてていいるるとと、、燃燃料料漏漏れれをを起起ここししまますすののでで必必ずず点点検検ししてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

火火災災事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  燃燃料料ｷｷｬｬｯｯﾌﾌﾟ゚ををししめめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははふふきき取取るる  
燃燃料料をを補補給給ししたたととききはは、、燃燃料料ｷｷｬｬｯｯﾌﾌﾟ゚をを確確実実ににししめめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははききれれいいにに拭拭きき取取っってて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

火火災災事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  点点検検整整備備はは平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所ででおおここななうう  
機機械械がが倒倒れれたたりり動動いいたたりりししなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで、、前前輪輪ににはは車車止止めめををししてて点点検検整整備備ををししてて下下ささ

いい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

機機械械がが転転倒倒すするるとと、、思思わわぬぬ事事故故ををままねねくく恐恐れれががあありりまますす。。  
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警警告告  ママフフララ・・エエンンジジンン回回りりののゴゴミミはは取取りり除除くく  
ママフフララややエエンンジジンン周周辺辺部部にに、、刈刈りり草草・・ゴゴミミ・・燃燃料料ななどどがが付付着着ししてていいなないいかか、、毎毎日日作作業業前前にに点点検検ししてて下下

ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

火火災災事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  電電気気部部品品・・ココーードドをを必必ずず点点検検  
配配線線ココーードドがが他他のの部部品品にに接接触触ししてていいなないいかか、、被被覆覆ののははががれれやや接接触触部部ののゆゆるるみみがが無無いいかかをを毎毎日日作作業業前前にに

点点検検ししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

シショョーートトししてて、、火火災災事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  ブブレレーーキキ・・ハハンンドドルルのの点点検検をを必必ずずおおここななうう  
ブブレレーーキキのの効効ききがが悪悪かかっったたりり、、片片効効ききがが無無いいよよううにに、、ままたたハハンンドドルルにに著著ししいいガガタタやや遊遊びびがが無無いいよよううにに、、

点点検検ししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  ﾊﾊﾞ゙ｯｯﾃﾃﾘﾘｰーのの取取付付取取りり外外ししはは正正ししいい手手順順ででおおここななうう  
ババッッテテリリーーをを取取りり付付けけるるととききはは＋＋側側をを先先にに付付けけ、、取取りり外外すすととききはは－－側側かからら取取りり外外ししまますす。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

シショョーートトししてて、、火火傷傷やや火火災災事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  点点検検整整備備中中ははエエンンジジンン停停止止  
点点検検・・整整備備・・修修理理ままたたはは掃掃除除ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

機機械械のの下下敷敷ききににななるるななどど、、傷傷害害事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  
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・作業機に関する注意事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注注意意  カカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけるる  
点点検検・・整整備備ななどどでで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

機機械械にに巻巻きき込込ままれれてて、、傷傷害害事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

  

注注意意  点点検検整整備備はは過過熱熱部部分分がが充充分分冷冷めめててかかららおおここななうう  
ママフフララははエエンンジジンンななどどのの過過熱熱部部分分がが充充分分にに冷冷めめててかからら点点検検整整備備ををししてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

火火傷傷ををすするる恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  目目的的にに合合っったた工工具具をを正正ししくく使使用用すするる  
点点検検整整備備にに必必要要なな工工具具類類はは、、適適正正なな管管理理ををしし、、目目的的にに合合っったた工工具具をを正正ししくく使使用用ししてて下下ささいい。。ままたた点点検検

にに必必要要なな工工具具はは目目土土散散布布機機にに常常備備ししてておおいいてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

整整備備不不良良でで事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  機機械械のの下下ににももぐぐっったたりり、、足足をを入入れれなないい  
目目土土散散布布機機下下ににももぐぐっったたりり、、足足をを踏踏みみ込込んんだだりりししなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

傷傷害害事事故故をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  強強度度・・長長ささ・・幅幅のの充充分分ああるるああゆゆみみ板板をを使使うう  
積積みみ込込みみ、、積積みみ降降ろろししををすするるととききはは、、平平坦坦でで安安全全なな場場所所でで、、トトララッッククののエエンンジジンンをを止止めめ、、動動かかなないいよよ

ううににササイイドドブブレレーーキキをを掛掛けけ車車止止めめををししてて下下ささいい。。使使用用すするるああゆゆみみ板板はは幅幅・・長長ささ・・強強度度がが十十分分ににあありり、、

ススリリッッププののししなないいももののをを選選んんでで下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

転転落落事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  
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警警告告  登登るるととききはは後後退退、、降降りりるるととききはは前前進進ででおおここななうう  
トトララッッククにに積積みみ込込むむ時時はは後後退退でで、、降降りりるるととききはは前前進進ででおおここななっってて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

ババラランンススをを崩崩しし、、転転落落事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  ロローーププででトトララッッククにに確確実実にに固固定定すするる  
トトララッッククにに乗乗せせてて移移動動すするるととききはは、、駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけ、、強強度度のの十十分分ににああるるロローーププででトトララッッククにに固固定定

ささせせてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

荷荷台台かからら目目土土散散布布機機がが転転落落ししてて事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  急急なな発発進進、、停停止止、、旋旋回回ややｽｽﾋﾋﾟ゚ｰーﾄﾄﾞ゙出出ししすすぎぎ禁禁止止  
発発進進・・停停止止ははゆゆっっくくりりととおおここななっってて下下ささいい。。旋旋回回ををすするるととききはは、、十十分分ススピピーードドをを落落ととししてて下下ささいい。。まま

たた、、凹凹凸凸地地、、傾傾斜斜地地でではは、、充充分分速速度度をを落落ととししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

転転倒倒・・転転落落事事故故やや、、機機械械のの破破損損ををおおここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  傾傾斜斜地地でではは、、惰惰性性運運転転ははししなないい  
傾傾斜斜地地ででのの走走行行はは十十分分注注意意ししてて行行ななっってて下下ささいい。。惰惰性性運運転転ななどどははししなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

転転倒倒・・転転落落事事故故やや、、機機械械のの破破損損をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  暖暖機機運運転転中中はは駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけるる  
  

【【守守ららなないいとと】】  

目目土土散散布布機機がが自自然然にに動動きき出出しし、、事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  
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警警告告  機機械械かからら離離れれるる時時はは平平坦坦地地にに置置ききｴｴﾝﾝｼｼﾞ゙ﾝﾝをを止止めめるる  
機機械械かからら離離れれるるととききはは、、平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所にに置置きき、、エエンンジジンンをを止止めめてて、、必必ずず駐駐車車ブブレレーーキキをを掛掛けけ車車

止止めめををししてて下下ささいい。。  

【【守守ららなないいとと】】  

目目土土散散布布機機がが動動きき出出しし、、事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  異異状状なな振振動動がが出出たたらら、、直直ちちにに点点検検･･修修理理をを行行うう  
異異状状なな振振動動がが出出たたらら直直ちちににエエンンジジンンをを停停止止しし、、原原因因をを調調べべてて、、修修理理ししてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

事事故故・・ケケガガ・・機機械械のの故故障障をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

警警告告  急急旋旋回回ししなないい  
急急旋旋回回ししなないいでで下下ささいい。。ままたた旋旋回回すするるととききはは、、十十分分にに速速度度をを落落ととししてて下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

３３輪輪ななののでで、、横横転転事事故故のの恐恐れれががあありりまますす。。  

注注意意  一一般般道道走走行行禁禁止止  
本本機機はは型型式式認認定定をを受受けけてておおりりまませせんんののでで一一般般道道路路のの走走行行ははででききまませせんん。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

道道路路交交通通法法違違反反にによよりり罰罰せせらられれるる事事ががあありりまますす。。  

警警告告  急急なな傾傾斜斜地地でではは運運転転ははししなないい  
傾傾斜斜角角度度がが１１００度度以以上上のの場場所所でではは絶絶対対にに作作業業をを行行わわなないいでで下下ささいい。。  

  

【【守守ららなないいとと】】  

機機械械がが転転倒倒ししてて負負傷傷すするる恐恐れれががあありりまますす。。  
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２．安全名盤の貼り付け位置 

安全に作業をしていただくために安全名盤の貼り付け位置を示したものです。 

他にも貼ってあります。安全名盤は常に汚れや破損のないように保ち、破損・紛失した場合は、新しいものに貼り直して下

さい。 

 

運転席右側 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シート下 
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３．新車の取扱 

新車の使用時間５０時間までの取扱が大変重要です。この時間以降の目土散布機の寿命に大きく影響します。 

 

(1) 最初の５０時間までの取扱 

重作業、急発進、急ブレーキなどは避け、ならし運転をしましょう。無理な作業をしますと、磨耗を早めます。 

 

(2) 最初５０時間目の手入れ 

  エンジンオイルを交換して下さい。また、チェーンの張り具合も点検して、調整して下さい。詳細は定期の点検・

調整の項をご参照下さい。 

 

(3) 作業する前に 

アイドリング(無負荷、低速回転)で暖気運転を５分間行いましょう。 

 

(4) 製造番号を控えて下さい。 

製造番号は部品の注文などに必要ですから控えておきましょう。 
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４．各装置の取扱 

運転席部 

 

 

（1）アクセルレバー （3）エンジンキー 

 （4）コンベア回転 

 レバー 

 

（2）パーキングブレーキ （5）走行ペダル 

      ペダル 

      ロックレバー 

 

 

 

 

(1) アクセルレバー 

エンジンの回転を調整します。 

 

(2) パーキングブレーキ 

  本体停止後は必ずパーキングブレーキを掛けて下さい。ブレーキペダルを踏み込んだままロックレバーを手前に

引きペダルを離して下さい。ロックを解除する時は、もう一度ブレーキペダルを踏み込むと解除されます。 

 

(3) エンジンキー 

(ＯＦＦ) 中央  エンジンを切る、または切っている位置 

(ＯＮ)  右一段 エンジン回転中の位置 

(ＳＴ)  右二段 エンジンを始動するときの位置 

 

(4) コンベア回転レバー 

  砂を散布するときに使用します。 

 

(5) 走行ペダル 

  発進するとき、前側を踏み込むと前進し、後ろ側を踏み込むと後進します。戻すとブレーキが掛かります。 
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運転席右側 

                （１）デフロックレバー         

               （２）速度固定レバー           

                （３）ベルト速度レバー          

 （４）アジャスター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1) デフロックレバー 

  片側のローラーが空転する時など、緊急脱出用として使用します。 

  脱出後はすぐに解除して下さい。ロックをしたまま走行するとカーブを曲がれず危険です。 

(2) 速度固定レバー 

  一定のスピードで、作業をしたい時に使用します。 

(3) ベルト変速レバー 

  コンベアベルトの送り速度を変えたい時に使用します。 

(4) アジャスター 

ドライブペダルの当たりです。希望のスピードにアジャストして使用します。 

(5) 第３リンクロッド 

  第３リンクロッドの長さを調整する事によってコントロールレバーのアイドリング状態を調整します。 

  前進ぎみの時はロッドを伸ばし、後退ぎみの時はロッドを縮めて下さい。 

 （５）第３リンクロッド 

   注意（調整はジャッキで３輪とも浮かせて 
    機体を固定してから行って下さい。） 
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運転席左側 

 

 

 （１）シャッター調整レバー 

 

 

 

 

（２）ＨＳＴ用オイルタンク 

 

 

 

(1) シャッター調整レバー 

  シャッターの開度を調整します。ハンドル部分の目盛りを基準にして下さい。 

(2) ＨＳＴ用オイルタンク 

走行用油圧オイルタンクです。５リッタータンクですが、油面が８分目程度になるように点検補充して下さい。油種は

ＳＡＥ １０Ｗ－３０ ＣＤ級エンジンオイルです。 

ホッパー右側 

                       （1）バランス調整ターンバックル 

                        これは、シャッター隙間調整には使わないで下さい。 

                    左右のバランスを調整するのに使います。 

             普段は触らないで下さい。 

 

 

 

 

  

ホッパー左側 

（2）シャッター調整ターンバックル 

                        これは、シャッター隙間調整に使います。 

シャッター取付板を交換した時の調整に 

 使います。 

 （3）バランス調整ターンバックル 

 これは、シャッター隙間調整には使わないで 

 下さい。左右のバランスを調整するのに使い 

 ます。普段は触らないで下さい。 
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５．始業点検 

５－１ 作業前の点検 

危危険険 

 

 

 

 

 

警警告告 

 

 

注注意意 

 

 

 

 

 

 

安全で快適な作業を行うには、本機を使用する人が１日１回、作業前の点検を行うようにして下さい。異状箇所は直ちに

整備し、作業終了後も異状がないかをチェックして下さい。 

 

５－２ 前日の異常箇所 

前日の作業中に異常を感じたところがあれば、作業に支障がないか点検して下さい。 

   

５－３ 本機のまわりの点検 

(1) 各部の変形、損傷、汚れ、油漏れ 

(2) タイヤの空気圧、亀裂、損傷具合 

   標準空気圧 

 タイヤサイズ 空気圧(kg/c㎡) 

前輪 400-5 4PR(ダブルタイヤ) 2.0 

タイヤの損傷や亀裂がないか、極端にすり減っている箇所はないかを点検して下さい。また、釘がささったり石がかみ

込んだりしていないか点検して下さい。 

・・  燃燃料料補補給給時時はは、、くくわわええタタババココやや裸裸火火照照明明はは絶絶対対ににししなないいでで下下ささいい。。  

・・  エエンンジジンン回回転転中中やや、、エエンンジジンンがが熱熱いい時時はは絶絶対対にに注注油油、、給給油油ををししなないいでで下下ささいい。。  

・・  燃燃料料をを補補給給ししたた時時はは、、燃燃料料キキャャッッププをを確確実実にに閉閉めめ、、ここぼぼれれたた燃燃料料ははききれれいいにに拭拭きき取取っってて下下ささいい。。  

・・  ババッッテテリリーー、、配配線線、、ママフフララーー及及びびエエンンジジンン周周辺辺部部のの枯枯れれ草草、、ゴゴミミやや燃燃料料のの付付着着ををききれれいいにに取取りり除除いい

てて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災ををおおここすすおおそそれれががあありりまますす。。  

・・  点点検検整整備備はは、、交交通通のの危危険険ががななくく、、機機械械がが倒倒れれたたりり動動いいたたりりししなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで車車止止めめををしし

たた上上でで行行っってて下下ささいい。。  

  

・・  点点検検整整備備のの修修理理ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししてて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、機機械械にに巻巻きき込込ままれれてて

傷傷害害事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  点点検検整整備備ををすするるととききはは、、ママフフララややエエンンジジンンななどどのの過過熱熱部部分分がが十十分分にに冷冷めめててかからら行行っってて下下ささいい。。  

    守守ららなないいとと、、ややけけどどをを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  点点検検整整備備ななどどでで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけてて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、機機械械にに巻巻きき込込ままれれてて  

    傷傷害害事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  
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(3) 各部のボルト、ナットのゆるみ 

(4) 車輪取付ナットのゆるみ 

５－４ エンジンオイルの点検 

 

           エンジンオイルゲージ 

 ゲージでオイル量と汚れを点検して下さい。 

 

 

 

 

 

 

５－５ エアクリーナーの点検 

  

                      

  

     エアクリーナー 

 エアクリーナーの蓋を開けて、50時間毎に点検して 

                    下さい。汚れていたら、清掃、交換をして下さい。 

 

 

 

５－６ バッテリーの点検 

エンジン左のカバーの下にあります。 

５－７ 燃料の点検 

ガソリンタンクのキャップを開けて残量を確認し、不足しているときはガソリンを入れて下さい。 

５－８ ＢＤＵ油圧可変装置の点検 

 

        ＢＤＵ油圧装置 

                        年に 1回程度、ＢＤＵ油圧可変装置のオイルを 

 交換して下さい。油種はＳＡＥ10Ｗ-30 ＣＤ級 

 エンジンオイルです。油糧は 0.6ℓです。 
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６．作業要領 

６－１ 運転要領 

 

警警告告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注注意意 

 

 

 

 

＜取扱注意＞ 

通常の走行、または作業中においてはデフロックをロックしないで下さい。デフロックは緊急脱出用としてお使い下さい。 

 

６－２ 一般的な作業手順 

 この作業手順は、一般的な使い方を表示していますので参考にして下さい。 

(1) 周囲の安全を確認後、作業エンジン始動。 

(2) 目的場所まで移動し、砂をホッパーに入れる。 

(3) シャッター開度を調整。 

(4) 走行開始、コンベアベルト回転開始。 

終了後は、砂・ホコリなどを十分に取り除き、７．定期の点検を参照し点検を行ってから、屋内に保管して下さい。 

・・  乗乗車車すするる前前にに必必ずず走走行行車車両両にに付付属属ししててああるる取取扱扱説説明明書書ををよよくく読読んんででかからら運運転転ししてて下下ささいい。。守守ららなないい

とと故故障障のの原原因因、、ままたたはは傷傷害害事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  エエンンジジンン始始動動時時はは、、必必ずず運運転転席席にに座座っっててレレババーーのの位位置置のの確確認認、、そそししてて周周囲囲のの安安全全をを確確認認ししてて下下ささいい。。

守守ららなないいとと傷傷害害事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  閉閉めめ切切っったた室室内内ででははエエンンジジンンをを始始動動ししなないいでで下下ささいい。。エエンンジジンンはは風風通通ししのの良良いい屋屋外外でで始始動動ししてて下下ささ

いい。。ややむむをを得得ずず屋屋内内でで始始動動すするる場場合合はは、、十十分分にに換換気気ををししてて下下ささいい。。守守ららなないいとと排排ガガススにによよるる中中毒毒をを

起起ここしし、、死死亡亡事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  傾傾斜斜地地でではは直直角角方方向向にに登登りり降降りりししてて下下ささいい。。((等等高高線線上上にに走走行行ししなないいでで下下ささいい))ままたた、、急急発発進進やや急急停停

止止はは避避けけままししょょうう。。どどううししててもも傾傾斜斜地地でで方方向向転転換換ししななけけれればばななららなないい時時はは、、低低速速でで行行っってて下下ささいい。。

守守ららなないいとと車車体体がが転転倒倒しし傷傷害害事事故故ととななるる恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  旋旋回回はは十十分分速速度度をを落落ととししてて行行っってて下下ささいい。。  

・・  移移動動時時ははホホッッパパーーにに砂砂をを入入れれたた状状態態でで傾傾斜斜地地をを走走行行ししなないいでで下下ささいい。。  

守守ららなないいとと車車体体がが転転倒倒しし傷傷害害事事故故ととななるる恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  暖暖気気運運転転中中はは駐駐車車ブブレレーーキキををかかけけてて下下ささいい。。守守ららなないいとと何何ららかかのの原原因因でで車車輌輌がが走走りり出出しし、、事事故故をを起起

ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  夜夜間間ででのの作作業業はは行行わわなないいでで下下ささいい。。守守ららなないいとと、、思思わわぬぬ事事故故をを引引きき起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  



  1177  

６－３ 薄目土をする場合 

 薄目土をする場合は、シャッターを閉めきって、ベルト変速レバーを低速側にして下さい。但し、朝一番などＢＤＵ油圧

装置が冷え切っている時、砂を満タンにした場合、ベルトが動かない場合があります。油圧装置が温まると、ベルトが正常

に動きますので故障ではありません。 

コンベアブラシを回転させて、十分に暖気運転をしてから砂を入れて行って下さい。 

また、ベルト速度はアジャストボルトで、微調整ができます。 

必要であれば、微調整して下さい。 

 

 

 

 アジャストボルト 

 

 

 

 

 

７．定期の点検・調整 

 

警警告告 

 

 

 

注注意意 

 

 

 

 

 

・・  点点検検・・整整備備はは、、交交通通のの危危険険ががななくく本本機機がが倒倒れれたたりり動動いいたたりりししなないい平平坦坦でで安安定定ししたた場場所所でで、、タタイイヤヤにに

車車止止めめををししてて行行っってて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、転転倒倒ななどどのの事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  １１年年ごごととにに定定期期点点検検・・整整備備をを受受けけ、、各各部部のの保保守守をを行行っってて下下ささいい。。守守ららなないいとと整整備備不不良良にによよるる事事故故やや

機機械械のの故故障障ををままねねくく恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  点点検検、、整整備備、、修修理理ををすするるととききはは、、必必ずずエエンンジジンンをを停停止止ししてて下下ささいい。。  

・・  点点検検、、整整備備等等でで取取りり外外ししたたカカババーー類類はは必必ずず取取りり付付けけてて下下ささいい。。守守ららなないいとと機機械械にに巻巻きき込込ままれれてて傷傷害害

事事故故をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  
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７－１ エンジンオイルの点検・交換 

危危険険 

 

 

注注意意 

 

 

(1) エンジンオイルの交換 

                      エンジンオイルは最初の５０時間目、以後は１００時間 

                      毎にオイルを交換して下さい。 

１. 排油栓を外し、古いオイルを排出します。 

２. 完全に排出し終わってから、排油栓を閉めます。 

３. 新しいオイルをエンジンの上部にある給油口から入れます。 

＊油種は SAE 10W-30 CD級 油糧は 1.1ℓです。 

 

                       詳細については、エンジンの取扱説明書をお読み下さい。      

 

 

                     オイル排油栓 

 

(2) エンジンオイルの点検 

  ５－４の「エンジンオイルの点検」と、エンジンの取扱説明書をお読み下さい。 

７－２ バッテリーの点検 

危危険険 

 

 

 

注注意意 

 

 

バッテリーの点検、その他詳細については、エンジンの取扱説明書をお読み下さい。 

・・  エエンンジジンン回回転転中中やや、、エエンンジジンンがが熱熱いいととききはは絶絶対対にに注注油油ししなないいでで下下ささいい。。守守ららなないいとと火火災災やや火火傷傷をを起起

ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  エエンンジジンン停停止止直直後後ののオオイイルル交交換換ははししなないいでで下下ささいい。。守守ららなないいとと、、火火傷傷ををすするる恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  ババッッテテリリーーのの点点検検時時・・充充電電時時はは火火気気厳厳禁禁でですす。。守守ららなないいとと、、引引火火爆爆発発しし火火傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  ババッッテテリリーー液液をを身身体体やや服服ににつつけけなないいよよううににししてて下下ささいい。。付付着着ししたたととききはは、、すすぐぐにに水水でで洗洗いい流流ししてて下下

ささいい。。守守ららなないいとと、、服服がが破破れれたたりり火火傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  ババッッテテリリーーのの取取付付はは、、＋＋側側をを先先にに取取りり付付けけ、、取取りり外外すす時時はは－－側側かからら取取りり外外ししてて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、

シショョーートトししてて火火傷傷をを負負うう恐恐れれががあありりまますす。。  



  1199  

７－３ 燃料フィルターの清掃・交換 

危危険険 

 

 

詳細については、エンジンの取扱説明書をお読み下さい。 

 

７－４ エアクリーナの清掃・交換 

 詳細については、エンジンの取扱説明書をお読み下さい。 

 

７－５ グリースアップ 

次の箇所にグリースアップを行って下さい。 

・ チェーン、スプロケット 

・ シャッター回転部 

・ 変速ギアの支点 

・ ホッパー中心軸 

          不明な点がございましたら、お近くの販売店にお尋ね下さい。 

 

７－６ パイプ類の点検 

危危険険 

 

 

 

燃料パイプの点検 

 燃料パイプの点検は、エンジンの取扱説明書をお読み下さい。 

 

７－７ 電気配線の点検 

警警告告 

 

 

電気配線コードが、他の部品に接触して被被覆覆ののははががれれやや傷傷、、ままたたはは接接触触部部のの緩緩みみががなないいかかをを調調べべてて下下ささいい。。傷傷んんででいいるる場場

合合はは、、早早めめにに交交換換・・修修理理ししてて下下ささいい。。  

 

 

・・  エエンンジジンン回回転転中中やや、、エエンンジジンンがが熱熱いいととききはは絶絶対対にに清清掃掃・・交交換換ししなないいでで下下ささいい。。守守ららなないいとと火火災災やや火火

傷傷をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  燃燃料料パパイイププがが破破損損ししてていいるるとと、、燃燃料料漏漏れれををおおここししまますすののでで必必ずず点点検検ししてて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災

をを起起ここすす恐恐れれががあありりまますす。。  

・・  電電気気配配線線ココーードドがが他他のの部部品品にに接接触触ししてていいなないいかか、、被被覆覆ののははががれれやや接接触触部部のの緩緩みみががなないいかかをを毎毎日日作作業業

前前にに点点検検ししてて下下ささいい。。  
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７－８ 長期格納時の点検整備 

危危険険 

 

 

警警告告 

 

 

(1)洗浄 

泥や芝、油汚れなどをきれいに落として下さい。 

(2)オイル交換 

 エンジオイルを交換して下さい。交換後エンジンをかけ、５分間程度ならし運転をして、各部を動かして下さい。 

(3)給油 

 グリースアップ部など各可動部にグリースを給油して下さい。 

(4)燃料系統 

 燃料フィルターを洗浄して下さい。燃料タンクと燃料プレフィルター内のガソリンは抜き取って下さい。 

(5) タイヤの空気圧 

 標準よりやや高めに設定し、湿気から守るために板の上に載せて下さい。 

(6) バッテリー 

 機体から取り外し、充電してから風通しの良い屋内に保管して下さい。保管中でもわずかですが、自己放電しますので１

～２ヶ月ごとに補充電して下さい。 

(7) ボルト・ナットの緩み 

 脱落を点検して下さい。ゆるんでいる箇所は増し締めをして下さい。 

(8) 格納場所 

 雨のかからない乾燥した所に格納して下さい。 

(9) その他 

 各部の不具合箇所、塗装のはげ落ちた所も整備して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・  燃燃料料をを抜抜くく時時はは、、エエンンジジンンがが十十分分にに冷冷ええききっっててかからら行行っってて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、火火災災をを起起ここすす恐恐れれ

ががあありりまますす。。  

・・  格格納納すするるととききはは、、ババッッテテリリーーをを外外しし、、キキーーをを抜抜きき取取りり保保管管ししてて下下ささいい。。守守ららなないいとと、、事事故故をを起起ここすす

恐恐れれががあありりまますす。。本本機機をを長長期期間間使使用用ししなないい場場合合、、必必ずず下下記記点点検検、、整整備備をを行行っってて下下ささいい。。  
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７－９ 定期点検一覧表 

 

項目 
使用時間 

その後の整備 
50 100 150 200 250 300 350 400 450 500 550 600 650 

ｴﾝｼﾞﾝｵｲﾙ ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  ◎  

ｴｱｸﾘｰﾅｰｴﾚﾒ

ﾝﾄ 
△ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ △ 

 

燃料ﾌｨﾙﾀｰ  △  △  △  △  △  △   

燃料ﾊﾟｲﾌﾟ  △  △  △  △  △  △   

ﾊﾞｯﾃﾘｰ液 始業時ごとに点検  

各部ｸﾞﾘｽｱｯ

ﾌﾟ 
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

 

油圧ｵｲﾙ      △      ○   

油圧ｽﾄﾚｰﾅｰ 半年に一回  

油圧配線 始業時ごとに点検  

電気配線 始業時ごとに点検  

   

   

 

◎ 交換   ○ 注油   △ 点検 

 

７－１０ 仕様 

型式 ＭＷＸ－４００ＨＢ 

機体寸法 

全長   ｍｍ 2,100 

全幅   ｍｍ 1,430 

全高   ｍｍ 1,320 

重量   ｋｇ 640 

エンジン 
型式 B&S I/C 25T2 420cc 

出力     (ｐｓ) 13.5/3600 

ホッパー容量   (ｍ3) 0.4 

散布幅   ｍｍ 1,180 

砂散布装置 
可変式コンベア 

ロールブラシ強制散布 

走行装置 HSTトランスミッション 
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７－１１ 主要交換部品            Ｈ06.テンションプーリー シングル 

Ｈ04.ブラシ用減速機 Ｈ07.テンションプーリー ダブル 

    

 

 Ｈ01.走行Ｖベルト 

 

 Ｈ02.作業Ｖベルト 

0202 

 

 Ｈ03.油圧Ｖベルト 

 

 Ｈ10.作業クラッチワイヤー 

 

  Ｈ05.コンベアベルト用減速機 

 

     Ｈ08.アクセルワイヤー 

 

       

 

      Ｈ09.駐車ブレーキワイヤー 

 

 

 

番号 名称 個数 備考 パーツ NO 

H01 走行Ｖベルト 2 SB-41(レッド) M02820410 

H02 作業Ｖベルト 1 SB-27(レッド) M02820270 

H03 油圧ベルト 1 B-31(レッド) M02820310 

H04 ブラシ用減速機 1 CNH-5090-8  M12102260 

H05 ベルト用減速機 1 GRTA040-28L75  M12102090 

H06 テンションプーリー シングル 1   M12102260 

H07 テンションプーリー ダブル 1   M12102090 

H08 アクセルワイヤー 1 1250x1450  M12107170 

H09 駐車ブレーキワイヤー 1   M12107410 

H10 作業クラッチワイヤー 1  M12107050 
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77--1122 エエンンジジンンのの故故障障等等でで本本機機をを移移動動ささせせたたいい時時はは、、下下記記要要領領でで実実施施ししてて下下ささいい。。  

 

① MC81PBミッションに装着の、BDU21L 油圧ミッション下部のバイパスバルブに着いている 

スナップピンを抜き、バイパスバルブのプランジャを手動で押し込んで下さい。その状態で機械をゆっく

り押して移動させて下さい。 

② バイパスバルブの復帰は、エンジンが回転させるとチャージ圧力によってバイパスバルブが閉じます。そ

の後安全の為に必ずスナップピンを取付けて下さい。 

 

                            ＢＤＵ21Ｌ油圧ミッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ＭＣ81ＰＢミッション 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        バイパスバルブ      スナップピン 
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7-13ローラー駆動チェーン注意事項 

警警告告  
ロローーララーー駆駆動動チチェェーーンンがが伸伸びびたた状状態態でで走走行行ししなないいでで下下ささいい。。 

チチェェーーンン切切れれ、、及及びび機機械械のの破破損損ににつつななががりりまますす。。  

                                     ローラー駆動チェーン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スプロケット 

警警告告  

ススププロロケケッットトのの間間にに砂砂やや土土がが、、かかみみ込込んんだだととききはは直直ちちにに取取りり除除いいてて下下ささいい。。  

そそののまままま使使用用すするるととチチェェーーンンがが切切れれ、、事事故故ににつつななががりり大大変変危危険険でですす。。  
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7-14 ステアリングチェーンの張り調整 

警警告告    
ステアリングチェーンが伸びたままで使用しないで下さい。              

そのままで走行するとハンドルを取られ、事故につながり危険です。 

 

調整方法 

Ｍ8ナットを緩め、Ｍ8Ｕナットを締め込み調整します。 
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7-15 配線図  

  


